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世界初のコンパクトディスクプレーヤー。直径12センチの非接触光方式を
採用し、デジタル信号で記録されたCDは、優れた音質と従来のLPレコード
に比べて画期的な操作性を実現し、デジタルオーディオの幕開けを告げ
た。CDシステムは、日本のソニーがオランダのフィリップスと共同で開発
し、国際標準化へと導いた。半導体レーザー、精密光学ピックアップ、エ
ラー訂正アルゴリズム、信号処理用LSIなど最先端の技術が結集されて製
品化され、その後の各種基幹部品の発展の基礎を確立した。またトレー式
ローディングなど後継機種のデザイン的模範にもなった。その後オーディ
オ機器に留まらず、世界標準としてCD-ROM、CD-Rなど巨大なビジネス発展
の端緒となった機種として重要である。

一－イ（科学技術の発展の重要な側面及び段階を示すもの）
一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）
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